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東松島復興推進員だより（第 24 号） 
～地を往きて走らず～ 

 

 

東日本大震災から 4 年 8 か月が経ちました。東松島市宮戸地区では、高台に建設

された復興住宅への入居が始まってから半年以上が経過しました。仮設住宅から自

宅へと移ることで、少しずつ生活が落着き始めているように感じられます。 

 

本号では、前々号の齊藤推進員に続き、宮戸地区での地域復興推進員の活動に

ついてご紹介致します。 

 

〈食で宮戸の魅力を発信！〉 

 宮戸地区には唯一の食堂「げんちゃんハウス」があります。げんちゃんハウスへの

協力を通じて、宮戸の食の魅力を発信し、来訪者の増加と地域の活性化を目標に活

動を行っています。 

現在のげんちゃんハウスは震災の翌年 2012 年 11 月に営業を開始しました。「住民

や宮戸地区の復興のために一生懸命作業をしている人たちに温かいものを食べてほ

しい」、そのような思いから始まりました。料理を作っているのは宮戸で民宿を営んで

いた女将さんたちです。女将さんたちは震災により自宅や民宿を失ってしまいました

が、みんなを笑顔にするべく、元気に働いています。 

昨年はみやぎ地域復興支援助成金を活用し、新メニュー開発に取り組みました。

開発に当たって講師として協力してくださったのは、café はまぐり堂(石巻市)の魚谷浩

さんです。女将さんならではの工夫と、魚谷さんの料理のプロとしてのアイディアによ

り、宮戸らしさがより感じられるようなメニューが完成しました。それが、四季折々の宮

戸の地場産品を生かした季節の「ランチ」メニューです。昨年冬に販売をした「カキ(牡

蠣)ランチ」は、河北新報に掲載され、連日多くのお客様にお越しいただきました。 

食事だけではなく、宮戸の美味しいお土産も販売しています。限定販売されている

「海苔の佃煮」は人気商品です。そのため、このような特産品の製造による雇用創出

ができるのではないかと考えています。 

観光客はもちろん、地元住民の憩いの場となるように、推進員活動をとおし今後も

協力を続けていきたいと思っています。げんちゃんハウスが食の魅力を発信すること

で、訪問者が増え、宮戸地区の活性化の一助となることを期待しています。 
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